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E≡子, p(f)≡首p(lE), T≡掌 i
これと､(4)式によって､(5)式は次のように書 き換えられる｡
















N相に在った系の r)を r7Cよりも高 くした時に､-様な密度分布の上にSA相の密度波
が時間と共に成長する様子を調べた｡その成長には､主に2つの過程が在ることが分かっ
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｢パターン形成､運動およびその統計｣
た｡ 1つは､密度波の､振幅の成長過程である｡これについては､密度波を､基本モー ド
と､第 2次のモー ドの重ね合わせであるとしてp(E)-alCOS(fee)+a2COS(2rcE)とし､(6)
式か らal,a2の時間発展を求めることで､よく近似できることが分かった｡もう-つは､
密度波の周期が空間的にばらついているときに､それが一様になっていく過程であり､周
期構造の相関距離となって現れるものである｡そして､この相関距離が､､斤 に比例する
時間領域が､平衡分布に近づいた頃に見 られることが確認できた｡
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